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(57)【要約】
本発明は、乾燥モルタル配合物の調製において使用するための再分散性ポリマー粉末（Ｒ
ＤＰ）組成物に関し、具体的には、セメントベースのタイル接着剤（ＣＢＴＡ）、接着剤
、ＥＴＩＣＳベースコート、もしくは接着剤配合物、および／またはグラウトに関する。
本発明は、該ＲＤＰ組成物を含む乾燥モルタル配合物にさらに関する。さらに、本発明は
、硬化後、乾燥モルタル配合物の接着、曲げ、および／または圧縮強度を増加させるため
の、かかるＲＤＰ組成物の使用を対象とする。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水硬化性混合物中の改質添加剤として使用するための水硬性結合剤を含まない組成物で
あって、前記組成物が、
　ａ．１つ以上の水再分散性ポリマー粉末（ＲＤＰ）と、
　ｂ．式Ｉに従う１つ以上の界面活性剤と、を含み、
　　　　　　ＭＳＯ３－Ｒ１－（－ＣＯＯＲ２）ｎ　　　　　　（式Ｉ）
　式中、Ｍが、水素、金属、またはアンモニウムカチオンを表し、Ｒ１が、１つ以上のヒ
ドロキシル、ハロゲン、ニトロ、および／またはシアノ基で任意に置換される直鎖状もし
くは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－１０アルキレン部分を表し、各Ｒ２が、独立して
、直鎖状もしくは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－２２アルキルラジカル、または水素
、金属、もしくはアンモニウムカチオンを表し、ｎが、１～１０の整数を表し、
　前記ＲＤＰと前記界面活性剤（複数可）との重量比が３：２～９９９９：１である、水
硬性結合剤を含まない組成物。
【請求項２】
　前記ＲＤＰが、非分岐状もしくは分岐状のＣ１－１５アルキルカルボン酸のビニルエス
テル、Ｃ１－１５アルコールの（メタ）アクリル酸エステル、ビニル芳香族、オレフィン
、ジエン、およびビニルハロゲニドの群から選択される１つ以上のモノマーのホモポリマ
ー、コポリマー、ならびに／またはターポリマーから選択される１つ以上の化合物を含む
、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　石灰、空気連行剤、癒着剤、超可塑剤、レオロジー改質剤、およびこれらの混合物から
選択される１つ以上の安定剤をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記界面活性剤が、ジオクチルスルホコハク酸塩、ジヘキシルスルホコハク酸塩、また
はこれらの組み合わせである、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　水硬化性混合物中の改質添加剤として使用するための水硬性結合剤を含まない組成物を
生成するための方法であって、前記方法が、
　ａ．１つ以上のＲＤＰを提供することと、
　ｂ．式１に従う１つ以上の界面活性剤を含む組成物を提供することであって、
　　　　　　ＭＳＯ３－Ｒ１－（－ＣＯＯＲ２）ｎ　　　　　　（式Ｉ）
　式中、Ｍが、水素、金属、またはアンモニウムカチオンを表し、Ｒ１が、１つ以上のヒ
ドロキシル、ハロゲン、ニトロ、および／またはシアノ基で任意に置換される直鎖状もし
くは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－１０アルキレン部分を表し、各Ｒ２が、独立して
、直鎖状もしくは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－２２アルキルラジカル、または水素
、金属、もしくはアンモニウムカチオンを表し、ｎが、１～１０の整数を表す、提供する
ことと、
　ｃ．前記ＲＤＰと前記界面活性剤（複数可）との重量比が３：２～９９９９：１になる
ように、ある量のステップａ）の前記ＲＤＰをある量のステップｂ）の前記組成物と合わ
せることと、を含む、方法。
【請求項６】
　水硬化性混合物中の改質添加剤として使用するためのＲＤＰを生成するための方法であ
って、前記方法が、エマルションポリマーの分散液を含む水性組成物を乾燥させることを
含み、前記水性組成物が、式Ｉに従う１つ以上の界面活性剤であって、
　　　　　　ＭＳＯ３－Ｒ１－（－ＣＯＯＲ２）ｎ　　　　　　（式Ｉ）
　式中、Ｍが、水素、金属、またはアンモニウムカチオンを表し、Ｒ１が、１つ以上のヒ
ドロキシル、ハロゲン、ニトロ、および／またはシアノ基で任意に置換される直鎖状もし
くは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－１０アルキレン部分を表し、各Ｒ２が、独立して
、直鎖状もしくは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－２２アルキルラジカル、または水素
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、金属、もしくはアンモニウムカチオンを表し、ｎが、１～１０の整数を表す、１つ以上
の界面活性剤を、
　前記エマルションポリマーと前記界面活性剤（複数可）との重量比が３：２～９９９９
：１になるような量でさらに含む、方法。
【請求項７】
　水と合わせられて水硬化性混合物を形成することができる改質乾燥モルタル配合物であ
って、前記改質乾燥モルタルが、
　ａ．水硬性結合剤を含む標準乾燥モルタル配合物と、
　ｂ．前記改質水硬性モルタル配合物の総乾燥重量に基づいて、０．３～５０％の請求項
１に記載の組成物と、を含み、
　前記改質乾燥モルタル配合物が、前記改質乾燥モルタル配合物の総乾燥重量に基づいて
、１％以下の式１に従う界面活性剤を含み、
　　　　　　ＭＳＯ３－Ｒ１－（－ＣＯＯＲ２）ｎ　　　　　　（式Ｉ）
　式中、Ｍが、水素、金属、またはアンモニウムカチオンを表し、Ｒ１が、１つ以上のヒ
ドロキシル、ハロゲン、ニトロ、および／またはシアノ基で任意に置換される直鎖状もし
くは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－１０アルキレン部分を表し、各Ｒ２が、独立して
、直鎖状もしくは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－２２アルキルラジカル、または水素
、金属、もしくはアンモニウムカチオンを表し、ｎが、１～１０の整数を表す、改質乾燥
モルタル配合物。
【請求項８】
　外断熱仕上げシステム（ＥＩＦＳ）および／または外断熱複合システム（ＥＴＩＣＳ）
のためのグラウト、セメントベースのタイル接着剤（ＣＢＴＡ）、またはセメント系接着
剤もしくはコーティング配合物である、請求項７に記載の配合物。
【請求項９】
　１つ以上の水溶性多糖由来保水剤、好ましくは水溶性セルロースエーテルをさらに含む
、請求項７に記載の配合物。
【請求項１０】
　請求項７に記載の乾燥モルタル配合物および水を含む、水硬化性混合物。
【請求項１１】
　乾燥モルタル配合物を改質する方法であって、前記方法が、
　ａ．水硬性結合剤を含む標準乾燥モルタル配合物を提供することと、
　ｂ．請求項１に記載の組成物を提供することと、
　ｃ．ステップｂ）の前記組成物をステップａ）の前記配合物と合わせて、前記改質水硬
性モルタル配合物の総乾燥重量に基づいて、０．３～５０％の請求項１に記載の前記組成
物を含む改質乾燥モルタル配合物を提供することと、を含むが、
　但し、結果として生じる改質乾燥モルタル配合物が、前記改質乾燥モルタル配合物の前
記総乾燥重量に基づいて、１％以下の式１に従う界面活性剤を含み、
　　　　　　　　　　ＭＳＯ３－Ｒ１－（－ＣＯＯＲ２）ｎ　　　　　　　　　　（式Ｉ
）
　式中、Ｍが、水素、金属、またはアンモニウムカチオンを表し、Ｒ１が、１つ以上のヒ
ドロキシル、ハロゲン、ニトロ、および／またはシアノ基で任意に置換される直鎖状もし
くは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－１０アルキレン部分を表し、各Ｒ２が、独立して
、直鎖状もしくは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－２２アルキルラジカル、または水素
、金属、もしくはアンモニウムカチオンを表し、ｎが、１～１０の整数を表すことを条件
とする、方法。
【請求項１２】
　水硬性結合剤を含有する乾燥モルタル配合物またはかかる乾燥モルタル配合物を含む水
硬化性混合物のための改質添加剤としての、請求項１に記載の前記組成物の使用。
【請求項１３】
　硬化後、水硬性結合剤を含む乾燥モルタル配合物の接着、曲げ、および／または圧縮強
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度を増加させるための、請求項１に記載の組成物の使用。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本発明は、改善された機械的特性を有する水硬化性混合物に関する。具体的には、本発
明は、水硬化性混合物中に組み込まれると、接着、曲げ、および／または圧縮強度の増加
を提供する組成物に関する。かかる組成物を生成するためのプロセス、水硬性結合剤およ
びかかる組成物を含む乾燥モルタル配合物、かかる乾燥モルタル配合物および水を含む水
硬化性混合物、ならびに従来の水硬性結合剤を含有する乾燥モルタル配合物を改質する方
法も提供される。さらに、硬化後、水硬性結合剤を含む乾燥モルタル配合物の接着、曲げ
、および／または圧縮強度を増加させるための、かかる組成物の使用も提供される。
【０００２】
　水硬化性混合物は建設業界において広く使用されている。例えば、硬化プロセスが完了
すると２つの表面を合わせて強度に保持する接着剤組成物、具体的にはタイル接着剤組成
物として、それらを使用することができる。かかる水硬化性混合物の他の適用例としては
、コンクリート（水と合わせられると固化および硬化する、セメント、砂、および石を含
む混合物）、外断熱仕上げシステム（ＥＩＦＳ）および／または外断熱複合システム（Ｅ
ＴＩＣＳ）のためのセメント系接着剤もしくは強化コート、グラウト、ならびに自己平滑
性下層（ＳＬＵ）が挙げられる。
【０００３】
　水硬化性混合物は、一般に、乾燥時に硬化し、かつ固まる前に、水硬性モルタル、即ち
、モルタルの総乾燥重量に基づいて、０．５重量パーセント以上の水硬性結合剤を典型的
に含む乾燥混合物を、結果として生じるセメント組成物を表面に塗布することを可能にす
るのに十分な量の水と合わせることによって、使用時に調製される。
【０００４】
　従来の水硬性組成物は、多くの場合、水硬性結合剤、例えばセメントと、改善された物
理的特徴を有する改質水硬性組成物を提供する、例えば砂、石灰、分散剤、増粘剤、およ
び可塑剤などの１つ以上の添加剤との組み合わせを含む。具体的には、珪砂などの細骨材
材料の使用が周知である。さらに、ラテックスもしくは再分散性ポリマー粉末（ＲＤＰ）
の形態であり得る保水剤および／またはポリマー結合剤を使用して、初期水和プロセスと
、組成物が乾燥時に硬化し、かつ固まるときのその後の水の除去との両方に大きく依存す
る、水硬性組成物および／または結果として生じる硬化生成物の物理的特徴に有益な効果
を付与することができる。例えば、かかる添加剤の組み込みは、開放時間、硬化速度、お
よび乾燥時間を改質し得る。
【０００５】
　ＲＤＰは、液体ラテックス結合剤の性能を、一成分系の利便性、信頼性、および貯蔵の
利点と組み合わせるため、ＲＤＰの使用は、ラテックス結合剤の使用よりも有利である。
水硬性組成物中での使用に好適な従来のＲＤＰとしては、米国特許第Ａ－２００７００３
７９２５号（これは水硬性組成物中の促進添加剤としての使用に好適なＲＤＰを提供する
）、および米国特許第Ａ－２００７０１２９４８６号（これは断熱複合システムにおける
使用のためのスチレンブタジエンコポリマーを含むＲＤＰを提供する）に開示されるもの
が挙げられる。さらに、米国特許第５，９５９，０１７号は、水性ポリマー分散液を、粉
状担体材料粉末と合わせられた液体改質剤、例えば、ノニルフェノールポリギコールエー
テル（Ａｒｋｏｐａｌ（商標）Ｎ　０６０）と合わせる（ブレンドする）ことによって生
成されるＲＤＰを提供する。
【０００６】
　従来の水硬化性組成物は、遅延剤の組み込みによって長い開放時間を達成することがで
きる。しかしながら、かかる遅延剤の使用はまた、水硬化動態の著しい遅延を引き起こす
。硬化に対するかかる影響は、建設工程の遅延の結果として経済的障害をもたらす。さら
に、かかる従来の組成物に関連する他の不利益としては、水硬化性組成物の硬化後の低い



(5) JP 2016-505496 A 2016.2.25

10

20

30

40

50

接着強度が挙げられる。したがって、水硬化性組成物の接着強度を増加させる要望が依然
として残る。
【０００７】
　驚くべきことに、特定の界面活性剤が、少量で標準乾燥モルタル配合物に添加されると
、乾燥モルタル配合物の硬化後に接着、曲げ、および／または圧縮強度の増加をもたらす
ことが発見された。さらに、かかる少量のこの界面活性剤は、結果として生じる混合物の
標準乾燥モルタル配合物との組み合わせに先立って、従来の水再分散性ポリマー粉末（Ｒ
ＤＰ）との組み合わせを介して、従来の乾燥モルタル配合物中に効果的に組み込まれ得る
ことが示された。
【発明の概要】
【０００８】
　その種々の態様における本発明は、添付の特許請求の範囲に提示される通りである。
【０００９】
　第１の態様に従って、本発明は、水硬化性混合物中の改質添加剤として使用するための
水硬性結合剤を含まない組成物を提供し、該組成物は、１つ以上の水再分散性ポリマー粉
末（ＲＤＰ）と、式Ｉに従う１つ以上の界面活性剤と、を含み、
　　　　　　ＭＳＯ３－Ｒ１－（－ＣＯＯＲ２）ｎ　　　　　　（式Ｉ）
　式中、Ｍが、水素、金属、またはアンモニウムカチオンを表し、Ｒ１が、１つ以上のヒ
ドロキシル、ハロゲン、ニトロ、および／またはシアノ基で任意に置換される直鎖状もし
くは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－１０アルキレン部分を表し、各Ｒ２が、独立して
、直鎖状もしくは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－２２アルキルラジカル、または水素
、金属、もしくはアンモニウムカチオンを表し、ｎが、１～１０の整数を表し、ＲＤＰと
該界面活性剤（複数可）との重量比が３：２～９９９９：１である。
【００１０】
　２．該ＲＤＰが、非分岐状もしくは分岐状のＣ１－１５アルキルカルボン酸のビニルエ
ステル、Ｃ１－１５アルコールの（メタ）アクリル酸エステル、ビニル芳香族、オレフィ
ン、ジエン、ならびにビニルハロゲニドの群から選択される１つ以上のモノマーのホモポ
リマー、コポリマー、および／またはターポリマーから選択される１つ以上の化合物を含
む、本発明の第１の態様に記載の組成物。
【００１１】
　３．石灰、空気連行剤、癒着剤、超可塑剤、レオロジー改質剤、およびこれらの混合物
から選択される１つ以上の安定剤をさらに含む、上記の本発明の第１の態様または請求項
２のいずれかに記載の組成物。
【００１２】
　４．該界面活性剤が、ジオクチルスルホコハク酸塩、ジヘキシルスルホコハク酸塩、ま
たはこれらの組み合わせである、上記の第１の態様または請求項１～３のいずれかに記載
の組成物。
【００１３】
　第２の態様に従って、本発明は、本発明の第１の態様の組成物を生成するためのプロセ
スを提供し、該プロセスは、ａ）１つ以上のＲＤＰを提供することと、ｂ）式Ｉに従う１
つ以上の界面活性剤を含む組成物を提供することとであって、
　　　　　　ＭＳＯ３－Ｒ１－（－ＣＯＯＲ２）ｎ　　　　　　（式Ｉ）
　式中、Ｍが、水素、金属、またはアンモニウムカチオンを表し、Ｒ１が、１つ以上のヒ
ドロキシル、ハロゲン、ニトロ、および／またはシアノ基で任意に置換される直鎖状もし
くは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－１０アルキレン部分を表し、各Ｒ２が、独立して
、直鎖状もしくは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－２２アルキルラジカル、または水素
、金属、もしくはアンモニウムカチオンを表し、ｎが、１～１０の整数を表す、提供する
ことと、ｃ）該ＲＤＰと該界面活性剤との重量比が３：２～９９９９：１になるように、
ある量のステップａ）の該組成物をある量のステップｂ）の該組成物と合わせることと、
を含む。
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【００１４】
　第３の態様に従って、本発明は、水硬化性混合物中の改質添加剤として使用するための
ＲＤＰを生成するためのプロセスを提供し、該プロセスは、エマルションポリマーの分散
液を含む水性組成物を乾燥させることを含み、該水性組成物は、上記に定義した式Ｉに従
う１つ以上の界面活性剤を、エマルションポリマーと該界面活性剤との重量比が３：２～
９９９９：１になるような量でさらに含む。
【００１５】
　第４の態様に従って、本発明は、水と合わせられて水硬化性混合物を形成することがで
きる改質乾燥モルタル配合物を提供し、該改質乾燥モルタルは、ａ）水硬性結合剤を含む
標準乾燥モルタル配合物と、ｂ）改質乾燥モルタル配合物の総乾燥重量に基づいて、０．
３～５０％の本発明の第１の態様に従う水硬性結合剤を含まない組成物と、を含み、該改
質乾燥モルタル配合物は、改質乾燥モルタル配合物の総乾燥重量に基づいて、１％以下の
上記に定義した式（Ｉ）に従う界面活性剤を含む。
【００１６】
　８．外断熱仕上げシステム（ＥＩＦＳ）および／または外断熱複合システム（ＥＴＩＣ
Ｓ）のためのグラウト、セメントベースのタイル接着剤（ＣＢＴＡ）、またはセメント系
接着剤もしくはコーティング配合物である、本発明の第４の態様に記載の配合物。
【００１７】
　９．１つ以上の水溶性多糖由来保水剤、好ましくは水溶性セルロースエーテルをさらに
含む、上記の本発明の第４の態様または請求項８のいずれかに記載の配合物。
【００１８】
　１０．上記の第４の態様または請求項９のいずれかに記載の乾燥モルタル配合物および
水を含む、水硬化性混合物。
【００１９】
　第５の態様に従って、本発明は、本発明の第３の態様に記載の該乾燥モルタル配合物お
よび水を含む、水硬化性混合物を提供する。
【００２０】
　第６の態様に従って、本発明は、乾燥モルタル配合物を改質するための方法を提供し、
該方法は、ａ）水硬性結合剤を含む標準乾燥モルタル配合物を提供することと、ｂ）本発
明の第１の態様に従う組成物を提供することと、ｃ）ステップｂ）の該組成物をステップ
ａ）の該配合物と合わせて、該改質水硬性モルタル配合物の総乾燥重量に基づいて、０．
３～５０％の本発明の第１の態様に従う組成物を含む改質乾燥モルタルを提供することと
、を含むが、但し、結果として生じる改質乾燥モルタル配合物が、該改質乾燥モルタル配
合物の総乾燥重量に基づいて、１％以下の上記に定義した式１に従う界面活性剤を含むこ
とを条件とする。
【００２１】
　第７の態様に従って、本発明は、水硬性結合剤を含有する乾燥モルタル配合物またはか
かる乾燥モルタル配合物を含む水硬化性混合物のための改質添加剤としての、本発明の第
１の態様の該組成物の使用を提供する。
【００２２】
　第８の態様に従って、本発明は、硬化後、水硬性結合剤を含む乾燥モルタル配合物の接
着、曲げ、および／または圧縮強度を増加させるための、本発明の第１の態様の該組成物
の使用を提供する。
【００２３】
　１２．水硬性結合剤を含有する乾燥モルタル配合物またはかかる乾燥モルタル配合物を
含む水硬化性混合物のための改質添加剤としての、上記の本発明の第１の態様または請求
項２～４のいずれかに記載の該組成物の使用。
【００２４】
　１３．硬化後、水硬性結合剤を含む乾燥モルタル配合物の接着、曲げ、および／または
圧縮強度を増加させるための、上記の本発明の第１の態様または請求項２～４のいずれか
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に記載の該組成物の使用。
【００２５】
　本発明に従って調製された水硬化性混合物は、乾燥モルタル配合物の硬化後に接着、曲
げ、および／または圧縮強度の増加を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本明細書全体にわたり、「パーセント」または「パーセント重量」へのいかなる言及も
、別段の記載がない限り、組成物、配合物、または混合物の乾燥重量の観点から表されて
いる。
【００２７】
　「ＥＮ」は欧州規格を表し、試験法番号への接頭語として試験法を指定する。試験法は
、本出願の優先日時点で最新の試験法である。
【００２８】
　本明細書において使用される場合、用語「水硬化性混合物」は、水硬性結合剤、充填剤
（複数可）、保水剤（複数可）、ならびに、任意に、ポリマー分散液および／または再分
散性ポリマー粉末などのポリマーを含有する添加剤を含む、建設分野で使用される組成物
を意味する。
【００２９】
　本明細書において使用される場合、用語「水溶性」は、２０℃の水中で水溶性である任
意の化合物に言及する。
【００３０】
　本明細書において使用される場合、用語「水硬性結合剤」は、適量の水を添加すると、
空気中ならびに水中で水和物を硬化することができる結合性ペーストまたは泥状物を形成
し、顆粒を合わせて結合する、通常は微粉砕された材料の鉱物組成物を意味する。
【００３１】
　本発明の水硬性結合剤を含まない組成物は、式Ｉに従う１つ以上の界面活性剤を含み、
　　　　　　ＭＳＯ３－Ｒ１－（－ＣＯＯＲ２）ｎ　　　　　　式（Ｉ）
　式中、Ｍが、水素、金属、またはアンモニウムカチオン、好ましくは金属カチオン、よ
り好ましくはナトリウムを表し、Ｒ１が、１つ以上のヒドロキシル、ハロゲン、ニトロ、
および／またはシアノ基で任意に置換される直鎖状もしくは分岐状の飽和もしくは不飽和
Ｃ１－１０、好ましくはＣ２－４アルキレン部分を表し、各Ｒ２が、独立して、直鎖状も
しくは分岐状の飽和もしくは不飽和Ｃ１－２２、好ましくはＣ２－８アルキルラジカル、
または水素、金属、もしくはアンモニウムカチオン、好ましくは直鎖状もしくは分岐状の
飽和もしくは不飽和Ｃ１－２２、より好ましくはＣ２－８アルキルラジカルを表し、ｎが
、１～１０の整数、好ましくは１～５の整数を表す。
【００３２】
　より好ましくは、式Ｉにおいてｎは２を表し、さらにより好ましくは、界面活性剤は式
（ＩＩ）または式（ＩＩＩ）に従う化合物である。
【化１】

【００３３】
　さらにより好ましくは、界面活性剤は、ジオクチルスルホコハク酸塩、ジヘキシルスル
ホコハク酸塩、およびこれらの組み合わせから選択される。さらにより好ましくは、界面
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活性剤はジオクチルスルホコハク酸塩、最も好ましくはナトリウムジオクチルスルホコハ
ク酸、即ち、ナトリウム１，４－ビス（２－エチルヘクスオキシ）－１，４－ジオキソブ
タン－２－スルホネートである。
【００３４】
　本発明の水硬性結合剤を含まない組成物はまた、１つ以上の再分散性ポリマー粉末（Ｒ
ＤＰ）を含む。保護コロイドおよび固化防止剤などの種々の添加剤の存在下でエマルショ
ンポリマーを噴霧乾燥することによって作製され得る様々なＲＤＰは、当技術分野におい
て周知であり、商業的供給源から入手可能であり、その全てが本発明における使用に好適
であると考えられる。好ましくは、本発明において使用されるＲＤＰは、非分岐状もしく
は分岐状のＣ１－Ｃ１５－アルキルカルボン酸のビニルエステル、Ｃ１－Ｃ１５－アルコ
ールの（メタ）アクリル酸エステル、ビニル芳香族、オレフィン、ジエン、ならびにビニ
ルハロゲニドの群から選択される１つ以上のモノマーのホモポリマーおよび／またはコポ
リマーおよび／またはターポリマーから選択される１つ以上の化合物を含む。好ましくは
、ＲＤＰは、ビニルアセテートホモポリマー、ビニルアセテートとエチレンとのコポリマ
ー、ビニルアセテートとエチレンおよび１つ以上のさらなるビニルエステルとのコポリマ
ー、ビニルアセテートとエチレンおよびアクリル酸エステルとのコポリマー、エチレンお
よびビニルクロライドビニルアセテートのコポリマー、スチレン－アクリル酸エステルコ
ポリマー、スチレン－１，３－ブタジエンコポリマー、ならびにこれらの組み合わせから
選択されるホモポリマーまたはコポリマーを含む。
【００３５】
　より好ましい実施形態では、ＲＤＰは、ビニルアセテートホモポリマー；ビニルアセテ
ートと１～４０重量％のエチレンとのコポリマー；ビニルアセテートと１～４０重量％の
エチレン、および１～５０重量％の、カルボン酸ラジカル内に１～１２個の炭素原子を有
するビニルエステル、例えば、ビニルプロピオネート、ビニルラウレート、９～１３個の
炭素原子を有するａ－分岐状カルボン酸のビニルエステル、例えば、ＶｅｏＶａ９（登録
商標）、ＶｅｏＶａ１０（登録商標）、ＶｅｏＶａ１１（登録商標）から成る群から選択
される１つ以上のさらなるコモノマーとのコポリマー；ビニルアセテートと１～４０重量
％のエチレン、および好ましくは１～６０重量％の、１～１５個の炭素原子を有する非分
岐状もしくは分岐状アルコールのアクリル酸エステル、具体的にはｎ－ブチルアクリレー
トまたは２－エチルヘキシルアクリレートとのコポリマー；３０～７５重量％のビニルア
セテート、１～３０重量％の、９～１１個の炭素原子を有するａ－分岐状カルボン酸のビ
ニルラウレートまたはビニルエステル、および同様に１～３０重量％の、１～１５個の炭
素原子を有する非分岐状もしくは分岐状アルコールのアクリル酸エステル、具体的にはｎ
－ブチルアクリレートまたは２－エチルヘキシルアクリレートを含み、かつ１～４０重量
％のエチレンをさらに含有するコポリマー：ビニルアセテート、１～４０重量％のエチレ
ン、および１～６０重量％のビニルクロライドを含むコポリマーから選択されるホモポリ
マーまたはコポリマーを含み、記載した補助モノマーは、規定量でポリマー内に存在して
もよく、それぞれの場合における重量パーセントは合計１００重量％になる。
【００３６】
　代替の同等に好ましい実施形態では、ＲＤＰは、例えばｎ－ブチルアクリレートもしく
は２－エチルヘキシルアクリレートのコポリマー、またはメチルメタクリレートとｎ－ブ
チルアクリレートおよび／もしくは２－エチルヘキシルアクリレートとのコポリマーなど
の（メタ）アクリル酸エステルポリマー；メチルアクリレート、エチルアクリレート、プ
ロピルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレートから成
る群からの１つ以上のモノマーを含むスチレン－アクリル酸エステルコポリマー；メチル
アクリレート、エチルアクリレート、プロピルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、
２－エチルヘキシルアクリレート、および所望の場合はエチレンから成る群からの１つ以
上のモノマーを含むビニルアセテート－アクリル酸エステルコポリマー；スチレン－１，
３－ブタジエンスコポリマーから選択されるホモポリマーまたはコポリマーを含み、記載
した補助モノマーは、規定量でポリマー内に存在してもよく、それぞれの場合における重
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量パーセントは合計１００重量％になる。
【００３７】
　特に好ましい実施形態では、ＲＤＰは、スチレン、ブタジエン、ビニルアセテート、ベ
ルサテート、プロピオネート、ラウレート、ビニルクロライド、ビニリデンクロライド、
エチレン、およびアクリレートから成る群から選択される１つ以上のモノマーのホモポリ
マー、コポリマー、またはターポリマー、例えば、エチレン／ビニルアセテートコポリマ
ー（ビニルエステル－エチレンコポリマー）、ビニルアセテート／ビニル－ベルサテート
コポリマー、およびスチレン／アクリル酸コポリマーである。さらにより好ましくは、Ｒ
ＤＰは、例えばＤＬＰ　２０００（Ｄｏｗ　Ｗｏｌｆｆ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｉｃｓ，Ｇｅ
ｒｍａｎｙから入手可能）などのビニルアセテート－エチレン系コポリマーである。
【００３８】
　コモノマーのモノマーおよび重量比率は、一般に、－５０℃～＋５０℃、好ましくは－
３０℃～＋４０℃のガラス転移温度がもたらされるように選択される。ガラス転移温度は
Ｆｏｘ方程式［Ｂｕｌｌｅｔｉｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｓｏｃｉｅｔｙ　１，３　Ｐａｇｅ　１２３（１９５６）］を使用して以下の通り算出
される：
　　　　　　　１／Ｔｇ＝ｗ１／Ｔｇ（１）＋ｗ２／Ｔｇ（２）

【００３９】
　コポリマーについては、ｗ１およびｗ２は、反応容器内に仕込まれるモノマーの重量に
基づいて、２つのモノマーの重量分率を意味し、Ｔｇ（１）およびＴｇ（２）は、２つの
対応するホモポリマーの、ケルビン度を単位とするガラス転移温度を意味する。３つ以上
のモノマーを含有するポリマーについては、追加条件（ｗｎ／Ｔｇ（ｎ））が追加される
。本発明の目的のためのホモポリマーのガラス転移温度は、この出版物が特定のホモポリ
マーのＴｇを報告しない場合（その場合ホモポリマーのＴｇは示差走査熱量測定法（ＤＳ
Ｃ）によって測定される）を除いて、“Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ”，ｅｄｉｔ
ｅｄ　ｂｙ　Ｊ．Ｂｒａｎｄｒｕｐ　ａｎｄ　Ｅ．Ｈ．Ｉｍｍｅｒｇｕｔ，Ｉｎｔｅｒｓ
ｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ，１９６６に報告されているものである。ＤＳＣに
よってホモポリマーのガラス転移温度を測定するために、ホモポリマー試料を調製し、ア
ンモニアまたは一級アミンの非存在下で維持する。ホモポリマー試料を乾燥させ、データ
を収集しながら２０℃／分の速度で１２０℃に予熱し、－１００℃に急冷し、次に１５０
℃に加熱する。ホモポリマーのガラス転移温度は、半値法を使用して屈曲の中点で測定さ
れる。
【００４０】
　水再分散性ポリマー粉末は、上述のホモポリマーおよび／またはコポリマーに基づく水
ベースの分散液の噴霧乾燥技術によって生成される。水再分散性ポリマー粉末は、保護コ
ロイドおよび固化防止剤から選択される１つ以上の化合物を含み得る。欧州特許第１４９
８４４６Ａ１号は、かかる水再分散性ポリマー粉末を生成する方法および実施例を開示す
る。
【００４１】
　本発明の水硬性結合剤を含まない組成物中、該ＲＤＰと該界面活性剤（複数可）との重
量比は３：２～９９９９：１である。この範囲内で、最大量の該ＲＤＰと該界面活性剤（
複数可）とは、好ましくは４９９９：１、より好ましくは１９９９：１、さらにより好ま
しくは４９９７：３、最も好ましくは９９９：１である。同時に、最小量の該ＲＤＰと該
界面活性剤（複数可）とは、好ましくは７：３、より好ましくは４：１、さらにより好ま
しくは９：１、最も好ましくは９９：１である。
【００４２】
　水硬性結合剤を含まない組成物は、追加の成分をさらに含み得る。例えば、水硬性混合
物が良好な加工性を有すべきである用途（例えば、タイル接着剤）に対して、水硬性結合
剤を含まない組成物は、石灰、空気連行剤（この存在は水硬性混合物中の空気充填空隙を
もたらす）、癒着剤、超可塑剤、レオロジー改質剤、およびこれらの混合物から選択され
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る１つ以上の安定剤を好ましくは含む。特に好ましい実施形態では、安定剤は空気連行剤
である。好ましくは、空気連行剤は、アルキルポリグルコシド（ＡＰＧ）、脂肪アルコー
ルサルフェート、脂肪アルコールエーテルサルフェート、アルキルポリグリコールエーテ
ル、脂肪アルコールエトキシレート、またはこれらの組み合わせである。より好ましくは
、安定剤は、ナトリウムラウリルサルフェート（Ｌｏｘａｎｏｌ（商標）Ｋ　１２　Ｐと
してＢＡＳＦ，Ｇｅｒｍａｎｙから９９％の活性含量を有する粉末として商業的に入手可
能）などの脂肪アルコールエーテルサルフェートである。水硬性結合剤を含まない組成物
がかかる安定剤を含む実施形態では、該ＲＤＰと該安定剤（複数可）との重量比が１９：
１～９９９：１０、好ましくは４９７：３～４９９：１であることが好ましい。
【００４３】
　第２の態様に従って、水硬性結合剤を含まない組成物は、ＲＤＰが、式１に従う１つ以
上の界面活性剤を含む組成物と合わせられ、該界面活性剤（複数可）と該ＲＤＰとの重量
比が３：２～９９９９：１であるＲＤＰ－界面活性剤混合物を提供するプロセスによって
調製される。好ましくは、最大量の該ＲＤＰと該界面活性剤（複数可）とは、好ましくは
４９９９：１、より好ましくは１９９９：１、さらにより好ましくは４９９７：３、最も
好ましくは９９９：１である。同時に、最小量の該ＲＤＰと該界面活性剤（複数可）とは
、好ましくは７：３、より好ましくは４：１、さらにより好ましくは９：１、最も好まし
くは９９：１である。
【００４４】
　界面活性剤を含有する組成物は、液体、例えば、水性組成物として、または、固体、例
えば、粉末として提供され得る。好ましくは、界面活性剤は固体として提供される。界面
活性剤が固体組成物として提供されるとき、水硬性結合剤を含まない組成物は、ＲＤＰを
、界面活性剤を含有する組成物とブレンドすることによって調製され得る。
【００４５】
　界面活性剤が液体組成物として提供されるとき、水硬性結合剤を含まない組成物は、例
えば、噴霧乾燥などの任意の従来の手段により、ＲＤＰ－界面活性剤混合物を乾燥させる
ことによって提供される。好ましくは、水硬性結合剤を含まない組成物は、
　（１）ＲＤＰ組成物を提供することと、
　（２）式Ｉに従う界面活性剤を含む水溶液を該ＲＤＰ上に噴霧することと、
　（３）ステップ（２）において得られた混合物を噴霧乾燥することと、を含むプロセス
によって調製される。
【００４６】
　第３の態様に従って、第１の態様の水硬性結合剤を含まない組成物は、ＲＤＰが形成さ
れるのと同時に調製される。かかるプロセスは、不水溶性フィルムを形成するエマルショ
ンポリマーの分散液と、任意に、従来のコロイド状安定剤および／または従来の固化防止
剤と、を含む水性組成物を乾燥させることを含み、該水性組成物は、上記に定義した式Ｉ
に従う１つ以上の界面活性剤を、該エマルションポリマーと該界面活性剤（複数可）との
重量比が３：２～９９９９：１になるような量でさらに含む。好ましくは、最大量の該エ
マルションポリマーと該界面活性剤（複数可）とは、４９９９：１、より好ましくは１９
９９：１、さらにより好ましくは４９９７：３、最も好ましくは９９９：１である。同時
に、最小量の該エマルションポリマーと該界面活性剤（複数可）とは、好ましくは７：３
、より好ましくは４：１、さらにより好ましくは９：１、最も好ましくは９９：１である
。
【００４７】
　第４の態様に従って、本発明は、水と合わせられて水硬化性混合物を形成することがで
きる改質乾燥モルタル配合物を提供し、該水硬性モルタルは、１つ以上の水硬性結合剤と
、該改質乾燥モルタル配合物の総乾燥重量に基づいて、０．３～５０％の本発明の第１の
態様の水硬性結合剤を含まない組成物と、を含む、標準乾燥モルタル配合物を含む。好ま
しくは、第１の態様の組成物は、少なくとも０．５％、より好ましくは少なくとも１．０
％、さらにより好ましくは少なくとも２．５％の量で存在する。同時に、改質乾燥モルタ
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ルが、３０％以下、より好ましくは１５％以下、さらにより好ましくは５％以下の第１の
態様の組成物を含むことが好ましい。
【００４８】
　いかなる従来の水硬性結合剤をかかる乾燥モルタル内に使用してもよいが、水硬性結合
剤はセメントであることが好ましい。より好ましくは、水硬性結合剤は、ポルトランドセ
メント、具体的には、ＣＥＭ　Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＶ、およびＶ型のもの、および／ま
たはアルミナセメント（アルミネートセメント）、ならびにこれらの組み合わせである。
好ましくは、モルタルは１０重量パーセント以上、より好ましくは２０重量パーセント以
上、さらにより好ましくは３０重量パーセント以上の量の水硬性結合剤を含む。同時に、
モルタルが６０重量パーセント以下、より好ましくは５０重量パーセント以下、さらによ
り好ましくは４０重量パーセント以下の水硬性結合剤を含むことが好ましい。
【００４９】
　このレベルを超える濃度では、接着、曲げ、および／または圧縮強度の観察される改善
が低減されるか、または失われさえすると考えられるため、改質乾燥モルタル配合物は、
配合物の総乾燥重量に基づいて、１％以下、好ましくは０．９％以下、さらにより好まし
くは０．８％以下の式Ｉに従う界面活性剤（複数可）を含む。さらに、このレベルを超え
る量のかかる界面活性剤の添加は、水と合わせられると、満足のいく基準または許容可能
な時間尺度内で最終組成物が硬化しない程度まで、乾燥モルタル配合物の硬化動態に対し
て著しい有害効果を有し得る。確かに、水硬性組成物の硬化動態に対するいかなる潜在的
な有害効果をも低減および／または排除するために、乾燥モルタル配合物が配合物の総乾
燥重量に基づいて、０．５％以下、より好ましくは０．１％以下、さらにより好ましくは
０．０５％以下の式Ｉに従う界面活性剤（複数可）を含むような量で、乾燥モルタル配合
物が水硬性結合剤を含まない組成物を含むことが好ましい。同時に、乾燥モルタル配合物
が、配合物の総乾燥重量に基づいて、少なくとも０．００００１％、より好ましくは少な
くとも０．０００１％、さらにより好ましくは少なくとも０．００１％の式Ｉに従う界面
活性剤（複数可）を含むことが好ましい。
【００５０】
　使用される量は意図される用途次第で変動するが、乾燥モルタルの総重量に基づいて、
０．５～３０パーセントのＲＤＰを配合物が含有するように十分な量の水硬性結合剤を含
まない組成物を乾燥モルタル配合物が含むことが好ましい。かかるＲＤＰの組み込みは、
当技術分野において一般的であり、水硬性組成物の物理的特徴に対して有益な効果を付与
することが知られている。例えば、かかるＲＤＰを組み込むことによって、当業者は、Ｒ
ＤＰおよび添加速度に依存して、とりわけ、接着特性、モルタル変形能、曲げ強度、およ
び耐摩耗性を改質することができる。乾燥モルタル配合物中にかかる量の水硬性結合剤を
含まない組成物を組み込むことによって、追加の従来のＲＤＰ添加剤への要求を低減また
は排除することができる。
【００５１】
　好ましくは、乾燥モルタルは１つ以上の充填剤をさらに含む。かかる実施形態では、充
填剤が１．０ｍｍ以下の粒径を有する骨材材料であることが好ましい。好ましくは、骨材
材料は、珪砂、石英砂、白雲石、石灰石、真珠岩、発泡ポリスチレン、中空ガラス球、ゴ
ム粉末、飛散灰、およびこれらの組み合わせから選択される。より好ましくは、骨材材料
は珪砂である。１つ以上の充填剤が水硬性モルタル中に含まれる実施形態では、モルタル
が、少なくとも１重量パーセント、より好ましくは少なくとも２０重量パーセント、さら
により好ましくは少なくとも４０重量パーセントのかかる材料を含むことが好ましい。同
時に、モルタルが、８５重量パーセント以下、より好ましくは７０重量パーセント以下、
最も好ましくは６５重量パーセント以下のかかる材料を含むことが好ましい。
【００５２】
　好ましくは、水硬性モルタルは、１つ以上の保水剤、好ましくは水溶性多糖由来保水剤
をさらに含む。かかる保水剤としては、水溶性セルロースエーテル、デンプンエーテル、
細菌性莢膜多糖（これはキサンタンガム、デキストラン、ウェランガム、ジェランガム、
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ジウタンガム、およびプルランを含む）、例えばアルギン酸およびカラゲナンなどの他の
自然発生の多糖、ならびにこれらの混合物が挙げられる。より好ましくは、保水剤は、ヒ
ドロキシエチルメチルセルロース（ＨＥＭＣ）またはヒドロキシプロピルメチルセルロー
ス（ＨＰＭＣ）などの水溶性セルロースエーテルである。かかる保水剤は、好ましくは、
モルタル配合物の総乾燥重量に基づいて、０．１～２．０％、より好ましくは０．１～２
．０％の量で含まれ、保水助剤およびレオロジー改質剤（増粘剤）の両方として作用する
。
【００５３】
　乾燥モルタル配合物は、１つ以上の従来の再分散性ポリマー粉末（ＲＤＰ）結合剤をさ
らに含み得る。ＥＮ１２００４およびＥＮ１２００２は、ポリマー結合剤を含有する水硬
化性接着剤に関する性能基準を提示する。かかるポリマー結合剤が存在するとき、水硬性
モルタルは好ましくは、水硬性モルタルの総乾燥重量に基づいて、少なくとも０．３％重
量パーセント、好ましくは少なくとも０．５％重量パーセント、より好ましくは少なくと
も１．５重量パーセントのポリマー結合剤を含む。同時に、モルタルが、５０重量パーセ
ント以下、より好ましくは１０重量パーセント以下、さらにより好ましくは５重量パーセ
ント以下のポリマー結合剤（複数可）を含むことが好ましい。
【００５４】
　水硬性モルタルは、有機もしくは無機増粘剤および／または二次保水剤、垂れ防止剤、
空気連行剤／癒着剤、湿潤剤、消泡剤、超可塑剤、分散剤、カルシウム錯化剤、遅延剤、
促進剤、撥水剤、バイオポリマー、ならびに繊維から選択されるさらなる添加剤を任意に
含有し、その全てが当技術分野において周知であり、商業的供給源から入手可能である。
好ましくは、水硬性モルタル中に組み込まれるとき、かかる添加剤は、水硬性モルタルの
総乾燥重量に基づいて、０．００１～５重量パーセントの量で存在する。
【００５５】
　第５の態様に従って、本発明は、本発明の第４の態様に記載の水硬性モルタルおよび水
を含む、水硬化性混合物を提供する。水硬化性混合物は、ＥＮ１３４６およびＥＮ１３４
８のものなどの従来の方法に従って調製され得る。好ましくは、水硬性モルタルおよび本
発明の第１の態様の組成物などの乾燥原料は、例えば水、および必要な場合はポリマー分
散液などの液体結合剤などのいかなる液体原料が添加される前に、均質的に混合される。
【００５６】
　ポリマー分散液は、例えば水などの溶媒中に微細分散したポリマー粒子を含む二相系で
ある。ポリマー分散液は、例えばビニルポリマーまたはポリアクリル酸エステルコポリマ
ーなどのポリマー結合剤、ならびに疎水性および親水性部分を含有する界面活性剤として
、ポリマー粒子を通常は含む。微細分散したポリマー粒子は、水が蒸発すると癒合してポ
リマーフィルムを形成する。
【００５７】
　第６の態様に従って、乾燥モルタル配合物を改質するための方法が提供される。本方法
は、水硬性結合剤を含む標準乾燥モルタル配合物を提供することと、本発明の第１の態様
に従う組成物を提供することと、本発明の第１の態様の組成物を標準乾燥モルタル配合物
と合わせて、該改質水硬性モルタル配合物の総乾燥重量に基づいて、０．３～５０％の本
発明の第１の態様に記載の組成物を含む改質乾燥モルタル配合物を提供することと、を含
むが、但し、結果として生じる改質乾燥モルタル配合物が、該改質乾燥モルタル配合物の
総乾燥重量に基づいて、１％以下の上記に定義した式１に従う界面活性剤を含むことを条
件とする。好ましくは、改質乾燥モルタル配合物は、少なくとも０．５％、より好ましく
は少なくとも１．０％、さらにより好ましくは少なくとも２．５％の本発明の第１の態様
の組成物を含む。同時に、改質乾燥モルタルが、３０％以下、より好ましくは１５％以下
、さらにより好ましくは５％以下の第１の態様の組成物を含むことが好ましい。改質乾燥
モルタル配合物が配合物の総乾燥重量に基づいて、０．９％以下、さらにより好ましくは
０．８％以下の式Ｉに従う界面活性剤（複数可）を含むような量で、本発明の第１の態様
の組成物が水硬性結合剤を含む標準乾燥モルタル配合物と合わせられるべきであることも
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好ましい。さらに、水硬性組成物の硬化動態に対するいかなる潜在的な有害効果をも低減
および／または排除するために、乾燥モルタル配合物が配合物の総乾燥重量に基づいて、
０．５％以下、より好ましくは０．１％以下、さらにより好ましくは０．０５％以下の式
Ｉに従う界面活性剤（複数可）を含むような量で、乾燥モルタル配合物が水硬性結合剤を
含まない組成物を含むことが好ましい。同時に、乾燥モルタル配合物が、配合物の総乾燥
重量に基づいて、少なくとも０．００００１％、より好ましくは少なくとも０．０００１
％、さらにより好ましくは少なくとも０．００１％の式Ｉに従う界面活性剤（複数可）を
含むことが好ましい。
【００５８】
　それぞれ第７および第８の態様に従って、ｉ）水硬性結合剤を含有する乾燥モルタル配
合物またはかかる乾燥モルタル配合物を含む水硬化性混合物のための改質剤組成物として
、そしてｉｉ）硬化後、水硬性結合剤を含む乾燥モルタル配合物の接着、曲げ、および／
または圧縮強度を増加させるために、第１の態様の組成物が使用される。これらの態様の
それぞれにおいて、本発明の第１の態様の組成物は、改質乾燥モルタル配合物が配合物の
総乾燥重量に基づいて、１％以下、好ましくは０．９％以下、さらにより好ましくは０．
８％以下の式Ｉに従う界面活性剤（複数可）を含むような量で、水硬性結合剤を含む標準
乾燥モルタル配合物と合わせられるべきである。水硬性組成物の硬化動態に対するいかな
る潜在的な有害効果をも低減および／または排除するために、乾燥モルタル配合物が配合
物の総乾燥重量に基づいて、０．５％以下、より好ましくは０．１％以下、さらにより好
ましくは０．０５％以下の式Ｉに従う界面活性剤（複数可）を含むような量で、乾燥モル
タル配合物が水硬性結合剤を含まない組成物を含むことが好ましい。同時に、乾燥モルタ
ル配合物が、乾燥配合物の総重量に基づいて、少なくとも０．００００１％、より好まし
くは少なくとも０．０００１％、さらにより好ましくは少なくとも０．００１％の式Ｉに
従う界面活性剤（複数可）を含むことが好ましい。
【００５９】
　本発明の第１の態様の水硬性結合剤を含まない組成物は、水硬性結合剤を含む任意の乾
燥モルタル配合物中に有利に組み込まれ得ると考えられる。しかしながら、本発明の第１
の好ましい態様に従うと、乾燥モルタル配合物はグラウト配合物である。第２の、同等に
好ましい態様では、乾燥モルタル配合物はセメントベースのタイル接着剤配合物である。
第３の、同等に好ましい態様では、乾燥モルタル配合物は、外断熱仕上げシステム（ＥＩ
ＦＳ）および／または外断熱複合システム（ＥＴＩＣＳ）のためのセメント系接着剤また
はコーティング配合物である。
【００６０】
　ここで本発明のいくつかの実施形態を、例示のみを目的としてさらに説明する。全ての
比率、部分、および割合は、別段の記載がない限り乾燥重量によって表され、全ての構成
要素は、別段の記載がない限り良好な商業的品質のものである。
【００６１】
　実施例
　種々の界面活性剤化合物の存在および非存在下で、セメントベースのタイル接着剤（Ｃ
ＢＴＡ）、タイルグラウト、およびＥＴＩＣＳベースコート接着剤／強化コート配合物を
比較することによって、本発明に従うセメント系乾燥混合配合物の性能を研究した。さら
に、ＲＤＰの一部を、かかる界面活性剤で置換する場合としない場合の乾燥混合配合物の
性能を監視することによって、それによって少量の界面活性剤化合物が乾燥混合配合物中
に組み込まれ得るビヒクルとしてのＲＤＰの適合性を検査した。
【００６２】
　セメント組成物の調製
　実施例全体にわたり、測定量の均質乾燥モルタルを測定量の水と合わせて手動で混合す
ることによって、必要量の各セメント組成物（ＣＢＴＡ、ＥＴＩＣＳ接着剤、またはタイ
ルグラウト）を調製した。それぞれの場合において、水－固体係数（「Ｗ／Ｓ」）を以下
の通り算出した：
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【数１】

【００６３】
　硬化時間の評価
　Ｄｅｔｔｋｉ　Ｍｅｓｓａｕｔｏｍａｔｉｓｉｅｒｕｎｇ，７８７３６　Ｅｐｆｅｎｄ
ｏｒｆ／Ｇｅｒｍａｎｙにより供給された自動針入度計（Ｄｅｔｔｋｉ　ＡＶＭ－１４－
ＰＮＳ）を使用して、種々のセメント組成物の総合的な硬化時間を判定した。各試験の開
始時において、必要量の水を混合容器内に注ぎ、その後４００ｇの均質乾燥モルタルを徐
々に添加し、手動で１分間撹拌することによってセメント組成物を調製した。混合プロセ
スが完了したら、次にセメント組成物を、９３ｍｍの内径および３８ｍｍの高さを有する
ポリスチレンカップ内に、組成物中への空気の封入を回避するように注意しながら移し、
充填したカップを次に振動台上に配置して混合物を圧縮した。この混合物を１５回の圧縮
力に晒したら、のこぎりのような動きでスパチュラを使用して過剰なセメント組成物を削
り取ることによって、セメント組成物中の滑らかな水平面を次に調製した。次に深さ５ｍ
ｍのセメント組成物の層を含む境界を、この滑らかな表面の外周に適用して液体密封を提
供し、流動パラフィンの層を滑らかなセメント組成物表面の上に配置して表皮形成を抑制
し、分析の間にセメント組成物が試験針に粘着するのを防止する。次に自動分析のために
針入度計内に試料を配置し、混合が開始された概念的な開始点から硬化時間を算出した。
試験手順の間、針貫通が深さ３６ｍｍに制限されるときの時間を硬化「開始」時間として
記録し、針貫通が深さ２ｍｍに制限されるときの時間を硬化「終了」時間として記録する
。記録した開始値を記録した終了値から単純に減じることによって、凝縮持続時間を算出
する。
【００６４】
　実施例１：ＲＤＰ組成物
　以下のＲＤＰ組成物を以下の表１に示すように調製した。各実施例において、ポリビニ
ルアクリレートまたはビニルアセテート－エチレンフィルムを形成するコポリマーのいず
れかを含む水分散液を調製し、必要に応じて、エマルションポリマーの総乾燥重量に基づ
いて、０．０６～１．０重量％の以下から選択される添加剤を含む水溶液と合わせた：ギ
酸カルシウム（ＣａＦ）（これは硬度の増加および凝縮時間の減少を提供することが知ら
れる従来のセメント添加剤である）、Ａｇｉｔａｎ（商標）Ｐ　８０３（これは商業的に
入手可能な消泡剤（Ｍｕｎｚｉｎｇ，Ｇｅｒｍａｎｙ）である）、Ｌｏｘａｎｏｌ（商標
）Ｋ１２Ｐ（これは商業的に入手可能な空気連行剤または癒着剤（ＢＡＳＦ，Ｇｅｒｍａ
ｎｙ）である）、ナトリウムジオクチルスルホコハク酸（ＤＯＳＳ）、およびナトリウム
ジヘキシルスルホコハク酸（ＤＨＳＳ）。ＲＤＰ調製の技術分野において従来の通り、コ
ロイド状安定剤および固化防止剤の存在下で、結果として生じた混合物を次に噴霧乾燥し
た。
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【表１】

【００６５】
　実施例２：セメントベースのタイル接着剤（ＣＢＴＡ）
　実施例１のＲＤＰを含む種々の配合物を比較することによって、本発明に従うＣＢＴＡ
組成物の性能を研究した。各試験において、３５．０重量％の普通ポルトランドセメント
ＣＥＭ　Ｉ　５２．５　Ｒ（Ｍｉｌｋｅ，Ｇｅｒｍａｎｙ）と、３１．０５重量％の石英
砂Ｆ３２（Ｑｕａｒｚｗｅｒｋｅ　Ｆｒｅｃｈｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ）と、３１．０５重
量％の石英砂Ｆ３６（Ｑｕａｒｚｗｅｒｋｅ　Ｆｒｅｃｈｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ）と、０
．４重量％のヒドロキシエチルメチルセルロースエーテル、即ち、Ｗａｌｏｃｅｌ（商標
）ＭＴＷ　８０００　ＰＦ　１０（Ｄｏｗ　Ｗｏｌｆｆ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｉｃｓ，Ｇｅ
ｒｍａｎｙ）と、２．５重量％の実施例１に従うＲＤＰと、を含むＣＢＴＡ配合物を調製
した。
【００６６】
　以下の表２に示す通り、実施例１．１～１．１０のＲＤＰ組成物のそれぞれを含むＣＢ
ＴＡ組成物について、水－固体係数（Ｗ／Ｓ）、凝縮時間、引張接着強度（ＥＮ　１３４
８に従って測定される）、および開放時間（ＥＮ　１３４６に従って測定される）を記録
した。
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【表２】

【００６７】
　この結果は、０．０６～１．０重量％の本発明の界面活性剤、即ち、ナトリウムジオク
チルスルホコハク酸またはナトリウムジヘキシルスルホコハク酸を含むＲＤＰを提供する
ことによって、かかるＲＤＰをＣＢＴＡ配合物中に合わせると、従来のＲＤＰを含むＣＢ
ＴＡ配合物または同様のレベルの従来の添加剤を含むＲＤＰと比較して、接着強度の改善
が観察されることを明らかに示す。
【００６８】
　実施例３　ＣＢＴＡ
　実施例１のＲＤＰを含む種々の配合物を比較することによって、本発明に従う追加のＣ
ＢＴＡ組成物の性能を研究した。各試験において、３０．０重量％の普通ポルトランドセ
メントＣＥＭ　Ｉ　５２．５　Ｒ（Ｍｉｌｋｅ，Ｇｅｒｍａｎｙ）と、６７．１重量％の
珪砂Ｆ３４（Ｑｕａｒｚｗｅｒｋｅ　Ｆｒｅｃｈｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ）と、０．４重量
％のヒドロキシエチルメチルセルロースエーテル、即ち、Ｗａｌｏｃｅｌ（商標）ＭＷ　
４０００　ＰＦ　Ｖ（Ｄｏｗ　Ｗｏｌｆｆ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｉｃｓ，Ｇｅｒｍａｎｙ）
と、２．５重量％の実施例１に従うＲＤＰと、を含むＣＢＴＡ配合物を調製した。
【００６９】
　以下の表３に示す通り、実施例１．１３～１．１８のＲＤＰ組成物のそれぞれを含むＣ
ＢＴＡ組成物について、水－固体係数（Ｗ／Ｓ）、凝縮時間（ＤＩＮ　ＥＮ　１９６に従
うビカット針試験を使用して決定される）、接着強度（ＥＮ　１３４８に従って測定され
る）、および開放時間（ＥＮ　１３４６に従って測定される）を記録した。さらに、配合
物の加工性を目視検証し、１（優秀）～５（極めて乏しい）の加工性等級を割り振った。
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【表３】

【００７０】
　これらの結果は、本発明のＣＢＴＡ配合物が接着強度の増加を示すことを再度示す。さ
らに、ＲＤＰが少なくとも０．１５重量％のＤＯＳＳを含んだとき、開放時間の改善も観
察された。さらに、０．１５重量％を超えるレベルでのＤＯＳＳのＲＤＰへの組み込みは
、ＣＢＴＡ配合物の加工性の低減をもたらすように見えるが、かかる加工性の低減は、空
気連行剤Ｌｏｘａｎｏｌ（商標）Ｋ１２Ｐの組み込みによって相殺され得ることが明白で
ある。したがって、良好な加工性が必要とされる配合物では、ＲＤＰ組成物が必要な界面
活性剤と共にかかる空気連行剤を含むことが好ましい。
【００７１】
　実施例４　ＥＴＩＣＳ接着剤
　本発明のＲＤＰ組成物を組み込むと観察される利益はＣＢＴＡ配合物に限定されないこ
とを実証するために、実施例１のＲＤＰを含む種々の配合物を比較することによって、本
発明に従うＥＴＩＣＳ接着剤配合物の性能を研究した。各試験において、２５．０重量％
の普通ポルトランドセメントＣＥＭ　Ｉ　４２．５　Ｒ（Ｈｏｌｃｉｍ，Ｇｅｒｍａｎｙ
）と、１５．０重量％の珪砂Ｆ３６（Ｑｕａｒｚｗｅｒｋｅ　Ｆｒｅｃｈｅｎ，Ｇｅｒｍ
ａｎｙ）と、４７．２９重量％の珪砂ＦＨ３１（Ｑｕａｒｚｗｅｒｋｅ　Ｆｒｅｃｈｅｎ
，Ｇｅｒｍａｎｙ）と、１０．０重量％のＪｕｒａ　Ｗｈｉｔｅ　ＣＣ９０２（Ｏｍｙａ
，Ｇｅｒｍａｎｙ）と、０．１重量％のラウリルエーテルサルフェート（Ｌｏｘａｎｏｌ
（商標）Ｋ　１２、Ｃｏｇｎｉｓ　Ｇｅｒｍａｎｙから入手可能）と、０．２重量％のセ
ルロースエーテル、即ち、Ｍｅｔｈｏｃｅｌ（商標）（Ｄｏｗ　Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏ
ｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｉｎｃ）と、２．５重量％の実施例１に従うＲＤＰと、を含む
ＥＴＩＣＳ接着剤配合物を調製した。
【００７２】
　以下の表４に示す通り、実施例１．１、１．１１、および１．１２のＲＤＰ組成物のそ
れぞれを含むＣＢＴＡ組成物について、水－固体係数（Ｗ／Ｓ）、凝縮時間、接着強度（
ＥＮ　１３４８に従って測定される）、および曲げ、圧縮強度、ならびに水の取り込み（
これらのそれぞれはＥＮ　１２８０８－３に従って決定された）を記録した。さらに、配
合物の接着特性を目視検証し、１（優秀）～６（非常に乏しい）の接着力等級を割り振っ
た。
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【表４】

【００７３】
　これらの結果は、本発明に従うＥＴＩＣＳ接着剤配合物が、従来のＲＤＰを含むＥＴＩ
ＣＳ接着剤配合物に勝る接着強度、曲げ強度、および圧縮強度の改善を提供することを明
らかに示す。さらに、本発明のＥＴＩＣＳ接着剤配合物が、従来のＲＤＰを含有する配合
物と比較して減少した水の取り込みも提供したことに留意されたい。
【００７４】
　実施例５　タイルグラウト
　上記に定義した式Ｉに従う界面活性剤を取り込むと観察される利益はＣＢＴＡおよび／
またはＥＴＩＣＳ接着剤配合物に限定されないことを実証するために、幅広い界面活性剤
化合物を含む種々のタイルグラウト配合物の性能を分析した。各試験のために、３０．０
重量％の普通ポルトランドセメントＣＥＭ　Ｉ　４２．５　Ｒ（Ｈｏｌｃｉｍ，Ｇｅｒｍ
ａｎｙ）と、２．０重量％の高アルミナセメント（Ｓｅｃａｒ（商標）５１、Ｋｅｒｎｅ
ｏｓ，Ｆｒａｎｃｅから入手可能）と、１５．０重量％の珪砂ＦＨ３１（Ｑｕａｒｚｗｅ
ｒｋｅ　Ｆｒｅｃｈｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ）と、２重量％のＲＤＰ（ＤＬＰ２０００）と
、１０．０重量％のカルシウムカーボネート（Ｊｕｒａ　Ｗｈｉｔｅ（商標）ＣＣ９０２
、Ｏｍｙａ，Ｇｅｒｍａｎｙ）と、０．３重量％の超可塑剤（Ｍｅｌｍｅｎｔ（商標）Ｆ
１０、ＢＡＳＦ，Ｇｅｒｍａｎｙから入手可能）と、０．１重量％のヒドロキシエチルメ
チルセルロースエーテル、即ち、Ｗａｌｏｃｅｌ（商標）ＭＴＷ　２０００（Ｄｏｗ　Ｗ
ｏｌｆｆ　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｉｃｓから入手可能）と、０．０５～０．８重量％の以下の
表５に特定した界面活性剤と、を含むタイルグラウトを調製し、配合物の残りはＦ３４珪
砂（Ｑｕａｒｚｗｅｒｋｅ　Ｆｒｅｃｈｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ）を含んだ。
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【表５】

【００７５】
　以下の表６に示す通り、実施例５．１～５．１１のタイルグラウト配合物について、水
－固体係数（Ｗ／Ｓ）、曲げ強度、および圧縮強度（それぞれＥＮ　１２８０８－３に従
って測定される）、ならびに凝縮時間（ＣＥ　９４．１に従って測定される）を記録した
。さらに、配合物の加工性を目視検証し、１（優秀）～５（極めて乏しい）の加工性等級
を割り振った。

【表６】

【００７６】
　これらの結果は、上記に定義した式Ｉに従う界面活性剤、具体的にはナトリウムジオク
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チルスルホコハク酸（ＤＯＳＳ）を含むモルタル配合物は、モルタル組成物の乾燥重量に
基づいて、１重量％以下の量で存在するとき、機械的強度（例えば、曲げ、圧縮、および
／または接着強度）の驚くべき増加を提供することを示す。さらに、かかる界面活性剤の
添加はモルタル組成物の硬化動態を低減し得るが、界面活性剤濃度を１重量％以下に制限
することによって、許容可能な硬化時間を達成することができる。
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